
 

1 

令和４年６月（第２回）定例会  総務財政委員会委員長報告  

 

ただいま議題となりました議案第 ４５ 号宇部市立体駐車場条例制定

の件外２件について、付託されました総務財政委員会の審査の結果及び

審査の概要を御報告申し上げます。  

 

まず、審査の結果ですが、議案第４５号、報告第１号及び第２号の３

件についていずれも全会一致をもって、お手元の委員会審査報告書に記

載のとおり決定しました。  

 

次に、審査の概要について申し上げます。  

 

まず、議案第４５号宇部市立体駐車場条例制定の件です。  

本案は、宇部市新庁舎が供用開始されたことによ り、附帯する宇部市

立体駐車場を行政財産に分類替えすることに伴い、その設置及び管理に

ついて定める条例を制定するものです。  

 

本案に対する審査の過程でなされた主な質疑を申し上げますと、まず、

駐車料金について、どのように決められたのかただしたところ、現在の

宇部市駐車場管理規程に基づき徴収している料金設定を基本としたも

のである。また、近傍の類似の駐車場についても調査をしたところ、新

天町周辺は１時間約２００円、中央町周辺は１時間約１００円であった

ことから、３０分ごとに６０円の料金体系を継続することとしたとのこ

とでした。  

 

次に、もし宇部市が台数の多い駐車場を持った場合、宇部市の決めた

駐車料金が先行されるため、民業を圧迫しないように料金を協議する場

があっていいのではないか。  

また、宇部市が民間より少し高めの料金設定をし、民間駐車場に人が

流れるようにしてもいいのではないかとただしたところ、協議する機会

としては、中心市街地活性化協議会があるので、中心市街地の駐車場料

金をどのくらいにするかということも議論できると思う。  

なお、中心市街地の活性化などを総合的に見て、料金単価と同時に、

土日、祝日２時間無料であることも再検討していく必要があると考えて

いるとのことでした。  
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次に、これまでに、立体駐車場内で事故はあったのかただしたところ、

車同士の事故の報告は受けていないが、駐車場内の消火器ボックスへの

衝突と、入口ゲートの破損があったとのことでした。  

 

 以上のような質疑がなされた後、採決の結果、冒頭申し上げましたと

おり、全会一致をもって可決すべきものと決定しました。  

 

なお、本案に対する審査の過程において、一部委員から、駐車場の中

が暗い状況にあり、事故が起こらないよう、ライトの点灯を徹底しては

どうか。  

また、全体的には無理かもしれないが、カーブの所に点字ブロックの

ような表示を施して、反対車線にはみ出さないよう工夫するなど、市内

や他の立体駐車場を研究して安全面の設備が付けられるのであれば、対

応をお願いしたい旨の要望がなされたことを申し添えます。  

 

次に、報告第１号専決処分を報告し、承認を求める件（宇部市税賦課

徴収条例の一部を改正する条例（令和４年条例第１７号）） についてで

す。  

本件は、地方税法の一部改正に伴い、所要の整備を行ったものであり、

本年３月末の地方税法等の一部を改正する法律の施行後、直ちに条例を

施行する必要があったため、やむなく地方自治法の規定に基づき、専決

処分をしたものです。  

 

本件に対する審査の過程でなされた主な質疑を申し上げますと、省エ

ネ改修工事を行った住宅に係る固定資産税の減額措置について、対象と

なる改修工事等を拡充するということであるが、どんな工事が対象とな

るのか。  

また、始まったばかりではあるが、減額の影響は出ているのかただし

たところ、これまでの対象工事は、窓の改修、床や天井、壁の断熱工事

のみであったが、今回拡充された部分としては、太陽光パネルの設置工

事、効率性の高い空調設備の設置工事なども対象となることとなった。 

ただし、この特例を適用するにあたっては、窓の改修や断熱工事等と

今回拡充された工事がセットで行われることが条件である。  

令和４年度の減額実績は２件あり、その影響額は、２万円程度との こ

とでした。  
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 以上のような質疑がなされた後、採決の結果、冒頭申し上げましたと

おり、全会一致をもって承認すべきものと決定しました。  

 

 以上が、本委員会における審査の概要です。  

 

その他の件については、本席から特に補足して御説明申し上げる事項

はありません。  

 

よろしく御審議くださるようお願いしまして、総務財政委員会の報告

を終わります。  

 

 


